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必ず事前予約が必要です！！ 
けんしん予約センター（☎０１２０-６１１-７１１）へ 

 

事前予約期間 
４月２４日（金）・２７日（月）・２８日（火）・３０日（木） 

いずれも８時３０分～１７時１５分 

けん診日時 ５月２９日（金） １０時３０分～１１時３０分 

けん診場所 高島ふれあいセンター 

詳しくは、「広報ながさき」４月号折り込みの「けんしん」特集号をご覧ください。 
 
お問い合わせ：南総合事務所 地域福祉課（☎８９２－１１１３） 

 

 

日 時 毎月第２・４木曜日（８月と２月のみ第１・４木曜日）１０時００分～１１時３０分 

場 所 高島ふれあいセンターホール 

内 容 家庭でも取り組める筋力アップのための体操や、介護予防に関する講話など 

対象者 ６５歳以上の方 

申し込み 

登録制のため、事前に申し込みが必要です。下記へお問い合わせください。 

・深堀・香焼地域包括支援センター  （☎８９５－７００７） 

・南総合事務所 地域福祉課 健康支援係（☎８９２－１１１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月 １ 日（水） 
長崎市の各種手数料・使用料改定 

※ 「高島地域センターだより」３月号１～２ページ参照 

 ４月 ７ 日（火） 
１７時３０分 

～  
１８時３０分 

子どもを守るネットワークパトロール 

（１７時３０分までに高島地域センター前に集合） 

 ４月 ９ 日（木） 

   ２３日（木） 

１０時００分 

～  
１１時３０分 

すこやか運動教室（会場：高島ふれあいセンター） 
（１ページ参照） 

５月１２日（火） 
１７時３０分 

～  
１８時３０分 

子どもを守るネットワークパトロール 

（１７時３０分までに高島地域センター前に集合） 

 ５月１４日（木） 

   ２８日（木） 

１０時００分 

～  
１１時３０分 

すこやか運動教室（会場：高島ふれあいセンター） 
（１ページ参照） 

５月２９日（金） 
１０時３０分 

～  
１１時３０分 

特定検診・がん検診 
（事前予約が必要です。１ページ参照） 

高島地域センターだよりのバック

ナンバー公開中！ 
 
 アクセスは 

こちらから 

高島地域センターだより №１０３ 

発行日：令和８年４月１日（水） 

編 集：高島地域センター 

〒851-1315 

長崎市高島町 1728番地 1 

☎095-896-3110（代表） 

高島地域センター管内の人口 

(令和８年２月末現在) 

■人 口 225人（R7.2月末 247 人) 

【男 107人、女 118人】 

■世帯数 165世帯 

月号 

２０２６年 

 

定期的にがん検診・健康診査を受けましょう 

すこやか運動教室で運動を学びませんか？ 
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リチウムイオン充電池が原因で、ごみ収集車やごみ処理施設の火災が、全国各地で大量発生して

います。 

リチウムイオン蓄電池は、ごみステーションに出すことはできません。 

ご不要になった下記の充電池は、高島地域センターをはじめ、市内各地域センターや資源循環課

（長崎市役所１３階）で回収しています。 
 

回収している充電池 
リチウムイオン、ニッケル水素、ニッケルカドミウム充電池、鉛蓄電池、

モバイルバッテリー 
 
 ※ 破損・膨張していないリチウムイオン充電池は、一般社団法人ＪＢＲＣの回収協力店や販売店、

製造メーカーでも回収しています。 

※ お問い合わせ：資源循環課（☎８２９－１１５９）     詳しくはこちら 

 

 

マイナンバーカードを使って、コンビニ等で

住民票や印鑑証明、戸籍の証明書、各種税証明

書が取得できます。 

コンビニ等での証明書発行は、土日祝日でも

ご利用いただけます。利用できる時間は６時３

０分～２３時００分までなので、お仕事などで

市役所に来庁できない方にもおすすめです。 

また、４月１日（水）から窓口の証明書交付

手数料が改定されますが、コンビニ交付サービ

スの手数料は据え置きです。 

 

 

令和８年度から子どもや子育て世代を社会全体で支えあう新しい仕組みとして、「子ども・子育

て支援金」制度が始まります。 

この支援金を、医療保険者（市町村国保等）は国へ納付するため、医療保険（国民健康保険等）

の加入者（被保険者）に、現行の保険税（料）と併せて『子ども・子育て支援金』を納付していた

だきます。納めていただいた支援金は、少子化対策や子育て施策のために使われます。 

詳しくは、「広報ながさき」４月号折り込み「国民健康保険特集号」をご覧になるか、子ども家

庭庁（☎０１２０－３０３－２７２）にお問い合わせください。 

 

 

昨年１１月から施工していた高島港ターミナルの外壁改修工事で

は、利用者の皆さまに大変ご不便をおかけしました。 

皆さまのご協力により、このほど工事が完了し、白色の美しい外

壁がよみがえりました。 

定期船の利用や軍艦島クルーズなどでターミナルを訪れる方たち

が、より気持ちよく利用できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナンバーカードをお持ちの方は、コンビニ交付が便利です 

子ども・子育て支援金制度が始まります 

リチウムイオン充電池を回収しています 

島の玄関口の外壁がきれいに改修されました！ 
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今回も、ながさきＢＬＵＥエコノミー副プロジェクトリーダーである長崎大学の有瀧教授に、ブ

リをはじめ、高島水産研究所で飼育している魚たちや今後の予定についてうかがいました。 
 
＜３歳のブリは間もなく産卵です！＞ 

  ３歳のブリたちの生育は順調（約８０ｃｍ（約６ｋｇ））で、４

～５月の産卵に向けて、着々と準備が進んでいます。 
 
＜ブリの卵はどうやって採取するの？＞ 

まず、４月にメスの卵巣から卵のもとを直接採取して卵の成熟度

合いを調べ、産卵を促すホルモンを注射するそうです。そのあと５

月までの間に卵をとり、続いてオスの精子を直接卵にふりかけて受

精（人工授精）させるとのことでした。 
 
＜２歳のブリも元気いっぱい！＞ 

２歳のブリたちも生育は順調（約６０ｃｍ（約４ｋｇ））で、来

年の春には産卵予定だそうです。 
 
＜１歳のブリたちはまだまだ厳選されます＞ 

１月中旬時点で約８００匹にしぼられていた１歳のブリは、その後も選別が続き、３月中旬現在、

約６００匹になっています。今後も、よりよい親魚候補を選ぶ作業が続くとのことでした。 
 
＜高島水産研究所で研究している魚たち＞ 

高島水産研究所では、ブリのほかに、アカハタ、コノシロ、ヒラスズキ、マハゼ、シロギスの養

殖の研究を行っています。 

ヒラスズキは１～２月に２回産卵し、現在、ふ化した稚

魚を、生き残る力がしっかり身につくまで慎重に飼育して

いるところだそうです。そのあとは、親魚になるまで飼育

して卵を採取し、その卵から親魚になるまで育てるという

サイクルの完成を目指して研究を続けるとのことでした。 
 
＜長崎大学以外の学生や研究者らも高島で研究に取り組みます＞ 

４月からは、昨年同様、長崎大学水産学部の教員や学生らが研究所に来て、ブリ、アカハタやコ

ノシロの完全養殖の研究に取り組む予定になっています。 

今年は、長崎大学の学生に加えて、東京海洋大学など他の大学の教員や学生、一般企業の研究者

らも高島での研究に参加する予定になっているそうです。 
 
＜各自治会長との意見交換会を開催＞ 

２月２６日（木）、高島地域センターで、島内各地区の自治会長

と長崎大学水産学部の征矢野教授（「ながさきＢＬＵＥエコノミー」

プロジェクトリーダー）らによる意見交換会が行われました。 

征矢野教授らからは、プロジェクトの概略や今後の目標、高島水

産研究所で研究している魚種の説明などがありました。また、６月

末からの使用開始に向けて改修中の「長崎大学高島水産研究所研修

センター」（旧高砂園）の具体的な内容も紹介されました。 

各自治会長からは、「研修センターで、高島水産

研究所で養殖している魚の試食会を開いてはどう

か。」、「研修センターが、高島に興味を持つ学生

や研究者らと住民が交流したり懇談したりできる場

になればいい。」といった意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島水産研究所で飼育されているヒラスズキ 

ながさきＢＬＵＥ
エコノミーの最
新情報はこちら 

もうすぐ産卵予定のブリたちは、水槽の

中を元気に泳いでいました。 

サイエンスアイランド高島への道（その１２） 

意見交換会では、活発な議論が行われま
した。 
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皆さま、こんにちは。地域おこし協力隊の池田です。今回は１月から取

り組んでいる長崎大学「データ塾」との共同活動について報告します。 
 
＜長崎大学「データ塾」とは？＞ 

長崎大学「データ塾」は、長崎大学の教員や学生、企業の専門家などが

集まり、地域の現状をデータ化して分析することにより、実際の課題解決

に役立つ仕組みを考える活動を行っています。 
 
＜現在の進捗状況＞ 

１月、私は高島の現状について発表しました。人口減少や産業の縮小といった厳しい現実がある

一方で、豊かな歴史や美しい海、人の温かさなど高島にしかない魅力についてもお伝えしたところ、

多くの方が共感してくださり、仲間が集まりました。 

3月に行った「データ塾」と「高島チーム」での話し合いでは、島を訪れる方々の動きをデータ

化して、具体的な形で把握できるようにし、こうして得られたデータを、観光を盛り上げたり、地

域に落ちるお金を増やしたりすることなどに役立てるための意見交換を行いました。 
 
＜タカシマ・ネクスト２０２６へのご参加をお待ちしております！＞ 

  ３月号でお伝えしたとおり、５月２３日（土）高島ふれあいセンターホールにて「タカシマ・ネ

クスト２０２６」を開催します。 

当日は、「ながさきＢＬＵＥエコノミー」に携わっている先生から、高島の未来につながる話題

をお話しいただくほか、「ＲＡＩＮＢＯＷ ＭＵＳＩＣ」の皆さんによる音楽を聞いたりして、住

民だけではなく、島外の方々も一緒になって、リラックスして高島の未来を考えていく場にしたい

と考えております。また、島内外の参加者同士で気軽に語り合い、交流できる時間も設けます。 
 
＜島外からのご参加の方は、事前予約にご協力をお願いします＞ 

  このイベントへの参加は無料ですが、島外から参加される方は、定期船の定員などの都

合がございますので、事前の申し込みにご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界に１つだけの作品ができました！ 

～卒業生を祝う会～ 
２月２８日（土）、高島小・中

学校で、高島地区子ども会が「卒

業生を祝う会」を開きました。 

祝う会には、３月に卒業を迎え

る児童・生徒のほか、在校生、幼

稚園児、保護者や教職員らが参加

し、タイダイ染めに挑戦しました。 

参加者の皆さんは、講師から丁

寧に手ほどきを受けたり、手伝っ

てもらったりしながら、Ｔシャツ

やバッグを思い思いの美しいデザ

インに染め上げていました。 

地域おこし協力隊員より ～長崎大学「データ塾」～ 

インスタグラム
はこちら 

コラムはこちら 

参加申込は
こちら 
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これからも安全運転をお願いします！ 

～ポール設置おめでとう会～ 
高島幼稚園前の県道高島線にポー

ルが設置され、３月４日（水）に、高

島幼稚園の園児たちが「ポール設置お

めでとう会」を開きました。 

このポールは、昨年１２月、高島幼

稚園が安全な通園のために設置を要

望していたもので、これを受けた高島

地区青少年健全育成会や高島自治会 

連合会などの団体が県に要望した結果、設置が実現しました。 
 

春の高島で大満足！ ～しまめぐり双六 ＩＮ 高島～ 
３月７日（土）、高島地区まちづくり推進協議会の主催による「しまめぐり双六 ＩＮ 高島」が開

催され、島外から１８組５４人の皆さんが参加しました。 

参加者はサイコロを振って、軍艦島が見える丘、北渓井坑跡や高島水産研究所などを巡り、高島なら

ではの魅力に触れていました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

各地区の代表が自慢の歌声を披露！ 

～長崎市南部７地区対抗のど自慢大会～ 
３月１５日（日）、三和公民館大ホールで「長崎市南部７地区対抗のど自慢大会が開催されました。 

大会には、土井首、深堀、香焼、伊王島、高島、野母崎、三和の各地区予選を勝ち抜いた代表が、

年代別に３組ずつ出場しました。  

接戦を制したのは土

井首地区で、鈴木市長

からトロフィーが授与

されました。 

この日の模様は、４

月２７日（月）、２８

日（火）１７時００分

から、長崎ケーブルメ

ディアの「なんでんカ

フェ」で放送予定（再

放送あり）です。 

高島幼稚園正門前に設置されたポール 

サイコロを振って
さあスタート！ 

軍艦島が見える丘では、インスタントカメラで
記念撮影。 

高島水産研究所でのエサやり体験では、エサを与える
と、ブリが元気よく飛び跳ねる様子に大喜びでした。 

園児たちはくす玉を割って、お祝い
しました。 

高島地区代表の３組の皆さんも見事な歌声を披露。客席か
ら大きな歓声があがっていました。 

優勝した土井首地区の皆さんには、鈴木市
長から大きなトロフィーが授与されました。 
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＜各種問合せ先＞ 

高島診療所が休診の

とき 

（休診日：土・日・祝日） 

救急の場合 

 ☎１１９ 
救急ではない場合は、平日の診療時間内（８時３０分～１２時００分、  

１３時００分～１７時００分）に受診してください。 

医療や救急車につい

ての相談 

救急安心センター 

 ☎♯７１１９ 
年中無休２４時間対応 

市営住宅に関するこ

と 

市営住宅管理センター 

・月～金 ８時３０分～１７時３０分  

☎８２９－２９９１ 
・夜間 １７時３０分～８時３０分 土日祝日、年末年始 

☎８２８－０２０１ 

災害時、避難所が開設され

ていないが避難したいとき 

防災危機管理室           あじさいコール（長崎市コールセンター） 

☎８２２－０４８０  または  ☎８２２－８８８８ 

土砂崩れなどを発見

したら 
☎１１９ 

粗大ゴミの収集受付 
長崎市統一番号 

☎８０１－２２００ 

動物の死がいの回収 
崎永海運（株）（たかしま農園） 

☎８０１－１４５４ 

家電４品目の収集受付 
福島清掃 

☎８４８－９６４５ 

定期船の欠航など 
野母商船（株） 

☎８２６－６２３８ 

防災行政無線情報 ☎０５０－５５３０－９９０８ 

高島のイベント、 

高島のその他情報 
高島観光ナビ 

「高島地域センター

だより」への掲載依頼 

高島地域センターに早めにお知らせください。 

☎８９６－３１１０ 

市役所の手続きなど 

あじさいコール（長崎市コールセンター） 

☎８２２－８８８８  

 平 日 ８時００分～１９時００分 

 土日祝日・１２月２９日～１月３日 ８時００分～１７時００分 

市政に関する動画 
ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ） 

長崎市公式チャンネル 

 

 

 

長崎市では、「飼い主のいない猫への給餌等に関する要綱」で「置きエサ」はしないことと定め

られています。 

ところが、島内各所で「置きエサ」が見られ、その「置きエサ」を複数のイノシシが食べている

ところが目撃されています。 

イノシシによる事故が発生する前に、土地・建物の管理者の許可や自治会などの理解が得られて

いない場所での不適切な「飼い主のいない猫への給餌等」は、やめましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・救急車を呼んだほうがいいのかな？ 

・今すぐ病院に行くほうがいいのかな？ 

・どこの病院に行けばいいのかな？ 

 

迷ったときは 

飼い主のいない猫への不適切なエサやりはやめましょう 


